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抄録 本研究は小学校第６学年国語科の説明的文章を書く学習において，自分の考えが伝わるように書

き表すことができる児童を育てる指導の在り方を探ったものである。モデル文の分析を通して，表現の工

夫，情報の集め方，言葉の使い方といった「記述につながる要点」を捉えることができるよう工夫した。

その結果，図表やグラフなどを用いてポスターを書いたり，事実と感想，意見とを区別して意見文を書い

たりするなど，自分の考えが伝わるように書き表すことができる児童の姿が見られた。                                

 

＜キーワード＞ □自分の考えが伝わるように書き表す  □「記述につながる要点」を捉える 

 

Ⅰ はじめに 

１ 主題設定の理由 

小学校学習指導要領（平成 29年告示）解説国語

編(以下，学習指導要領解説とする)では，「Ｂ書く

こと」において，第５学年及び第６学年「考えの形

成，記述」について，「自分の考えが伝わるように

書き表し方を工夫すること」¹と示されている。 

一方，令和３年度全国学力・学習状況調査報告

書小学校国語では，説明的文章を書くことにおけ

る課題が明らかになり，「目的や意図に応じて，自

分の考えが伝わるように書き表し方を工夫する指

導」²の充実が求められている。 

これまでの実践では，教科書の教材文(以下，モ

デル文とする)を参照して，説明的文章を記述する

よう指導してきた。しかし，モデル文を参照させ

ても，書き表し方を工夫して書くことができない

児童の姿が見られた。その原因としては，児童に

「記述につながる要点」を捉えさせられなかった

ことが挙げられる。児童は，モデル文を参照しよ

うとしても，表現の工夫，情報の集め方，言葉の使

い方といった「記述につながる要点」を理解でき

ておらず，自らの文章記述に生かすには至らなか

ったと考えられる。 

そこで本研究では，モデル文の分析を通して，

「記述につながる要点」を捉えられるよう工夫す

る。まず，表現の工夫を捉える分析をさせること

で，図表やグラフなどを用いることのよさ及び事

実と感想，意見とを区別して書くことの必要性を

理解できるようにする。次に，情報の集め方を捉

える分析をさせることで，情報の収集・整理の仕

方を理解し自らの情報の収集・整理に生かすこと

ができるようにする。さらに，言葉の使い方を捉

える分析をさせることで，収集した情報を用いて

書き表すために必要な言葉を理解し，自らの文章

記述に生かすことができるようにする。 

以上のように，「記述につながる要点」を捉える

モデル文分析を行うことで，自分の考えが伝わる

ように書き表すことができる児童を育てることが

できると考え，本主題を設定した。 

２ 研究の基本的な考え方 

(１) 「自分の考えが伝わるように書き表す」と

は 

学習指導要領解説における〔思考力，判断力，表

現力等〕第５学年及び第６学年の「Ｂ書くこと」

(１)ウの一部と，エの指導事項を踏まえて説明的

文章を書くことと捉える(表１)。 
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表１ 学習指導要領における「Ｂ書くこと」(１)ウの一部及

び，エの指導事項を基に作成 

指
導 

事
項
ウ 

事実と感想，意見とを区別して書くな
ど，自分の考えが伝わるように書き表し
方を工夫すること。 

指
導 

事
項
エ 

引用したり，図表やグラフなどを用い
たりして，自分の考えが伝わるように書
き表し方を工夫すること。 
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(２) 「記述につながる要点」を捉えるとは 

「記述につながる要点」を捉えるとは，児童が

指導事項を踏まえて書くためのポイントを理解し，

自らの文章記述に生かしていくこと，と規定する。

本研究では，表１で取り上げた指導事項に沿って

記述するため，モデル文の分析を通して，児童が

指導事項に沿って書くことのよさや必要性，情報

の収集・整理の仕方及び言葉の使い方を理解し，

自らの文章記述に生かしていくようにする。 

 

Ⅱ 研究のねらい 

「記述につながる要点」を捉えるモデル文分析

を通して，自分の考えが伝わるように書き表すこ

とができる児童を育てる指導の在り方を探る。 

 

Ⅲ 研究の視点と手立て 

＜視点＞ 「記述につながる要点」を捉えるモデ 

ル文分析 

(１) 表現の工夫を捉える分析(手立てＡ)  

モデル文を分析させる際に，単元の指導事項を

明確にさせる指示・発問をすることで，図表やグ

ラフなどを用いて書くことのよさ及び事実と感想，

意見とを区別して書くことの必要性を理解できる

ようにする。 

(２) 情報の集め方を捉える分析(手立てＢ) 

モデル文を分析させる際に，記述に必要な情報

の集め方に着目させる学習活動を取り入れること

で，図表やグラフなどからの情報の収集・整理の

仕方及び，事実と感想，意見とを区別した情報の

収集・整理の仕方を理解し，自らの情報の収集・整

理に生かすことができるようにする。 

(３) 言葉の使い方を捉える分析(手立てＣ) 

 モデル文を分析させる際に，収集した情報を，

指導事項を踏まえて書き表す際に必要な言葉に着

目させる指示・発問をすることで，資料と本文と

の関連を示す表現及び事実と感想，意見とを区別

するための文末表現を理解し，自らの文章記述に

生かすことができるようにする。 

 

Ⅳ 研究の概要 

１ 実態調査 

(１) 計画 

実態調査を表２のとおり実施した。 
表２ 実態調査計画 

ねらい 国語科の授業における実態を把握し，授業実践
に生かす。 

対象 
仙台市立北中山小学校 
第６学年 １組 39名 ２組 39名 ３組 39名 

方法 レディネス調査 

内容 
自分の考えが伝わるように書き表すことについ
ての実態の把握。 

調査日 令和４年７月８日 

(２) 結果 

海岸の環境保護に関する図表やグラフを読み取 

り，リーフレットの一部及び意見文を書くレディ

ネス調査を行った。 

 リーフレットを書く際に，図表やグラフなどを 

用いて書くことができた児童は，109名中９名だ 

った。また，意見文を書く際に，事実と感想，意見 

とを区別して書くことができた児童は 109名中 26 

名だった(図１)。 

 

 

 

 

 

 

図１ 〔思考力，判断力，表現力等〕Ｂ（１）ウ，エの観点 

からの分析結果 

(３) 考察 

 図表やグラフなどを用いて書くことができなか 

った児童 100名のうち 51名の児童は，図表やグ 

ラフなどをリーフレット上に示さず，文章のみで 

記述していた。これは，図表やグラフなどを使う 

と読み手にとって分かりやすい表現になることを 

十分に理解していないことが主な原因だと考えら 

れる。また，資料と本文との関連を示していない 

児童が 62名いた。これは，図表やグラフなどを 

用いる際に留意すべき表現が身に付いていないこ 

とが主な原因だと考えられる。 

事実と感想，意見とを区別して書くことができ 

なかった児童 83名のうち，事実と感想，意見との

関係が明確ではない児童が 36名いた。これは，事

実を基にした考えを書けていないことが主な原因

だと考えられる。また，事実と感想，意見とを文末

26
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表現を区別して書き分けていない児童が 68 名い

た。これは，事実と感想，意見との情報の区別が曖

昧なこと及び文末表現の違いの理解が不十分であ

ることが主な原因だと考えられる。 

以上のことから，「記述につながる要点」を捉え 

るモデル文分析が必要であると考える。 

２ 授業実践の概要 

(１) 実践１ 

実践１を表３のとおり実施した。 
表３ 実践１指導計画 

対象 仙台市立北中山小学校  
第６学年 １組 39名 ２組 39名 ３組 39名 

実施期間 令和４年９月６日～14日 

単元名 「防災ポスターを作ろう」 

（「新しい国語 六」東京書籍) 

指導事項 〔思考力，判断力，表現力等〕Ｂ(１)エ 

時 ねらい 学習活動 手立て 

１ 

・モデル文を分析
したり学習計画
を確認したりし
て，単元の見通し
を持つことがで
きる。 

・表現の工夫を捉えるモデル
文分析をし，単元で身に付
ける「言葉の力」を明確にす
る。 

・教師が作成した学習計画を
理解する。 

Ａ 
 
 

 

２ 

 

・情報を読み取っ
て整理し，自分の
考えを明確にす
ることができる。 

・情報の集め方を捉えるモデ
ル文分析をし，情報を収集
する三つの観点を確かめ
る。 

・教師が提示した資料を基に
情報を収集し，付箋紙に書
き整理する。 

Ｂ 

 

３ 

・伝えたいことに
合う資料を選び，
自分の考えを明
確にすることが
できる。 

・ロイロノート・スクール（以
下，ロイロノートとする）で
提示した仙台版防災副読
本，みやぎ防災副読本から
必要な資料を選び，三つの
観点に沿って情報を収集・
整理する。 

 

４ 

 

・モデル文と割り付けの
例を参照し，分かりやす
く伝わるように割り付
けをすることができる。 

・構成及び言葉の使い方を捉
えるモデル文分析をし，割
り付けの仕方と，記述の仕
方を確かめる。 

・割り付けをする。 

Ｃ 
 
 

５ 

６ 

・キャッチコピーの役割
を考えたり言葉の使い
方を確かめたりして，自
分の考えが伝わるよう
に書き表し方を工夫す
ることができる。 

・キャッチコピーを考える。 
・ロイロノート上でポスター

を書く。 
・「言葉の力」を観点として，

推敲する。 

 

７ 

・ポスターに対する感想
や意見を伝え合い，単元
を振り返ることができ
る。 

・友達とポスターを読み合い，
よいところを伝え合う。 

・ポスターを書くことを通し
て単元で身に付けた「言葉
の力」を振り返る。 

 

(２) 実践２ 

実践２を表４のとおり実施した。 

表４ 実践２指導計画 

対象 仙台市立北中山小学校  
第６学年 １組 39名 ２組 39名 ３組 39名 

実施期間 令和４年 11月９日～22日 

単元名 「世界に目を向けて意見文を書こう」 
（「新しい国語 六」東京書籍） 

指導事項 〔思考力，判断力，表現力等〕Ｂ(１)ウ 

時 ねらい 学習活動 手立て 

１ 
・題材について理

解し学習計画を
・児童労働やフェアトレード

について知ったことを基に，
 
 

立てることで，
学習過程の見通
しを持つことが
できる。 

自分の考えを付箋紙に書く。 
・学習計画を立てる。 

 

 
 

２ 

・モデル文を分析
し，単元で身に
付ける「言葉の
力」について見
通しを持つこと
ができる。 

・表現の工夫を捉えるモデル
文分析をし，「言葉の力」を
明確にする。 Ａ 

 

３ 

 

・資料を読み取って情報
を収集・整理し，自分の
考えを明確にすること
ができる。 

・情報の集め方を捉えるモデ
ル文分析をし，情報の収集・
整理の仕方を確かめる。 

・教科書の資料から情報を収
集・整理する。 

Ｂ 
 

４ 

・構成や論の組み立てを
考えて構成メモを作
り，自分の考えを明確
にすることができる。 

・構成を捉えるモデル文分析
をし，構成メモを作る。 

  

５ 

６ 

・モデル文を分析し，事実
と感想，意見との書き
方の違いを考え，自分
の考えが伝わるように
書き表し方を工夫する
ことができる。 

・言葉の使い方を捉えるモデ
ル文分析をする。 

・意見文を書く(ロイロノート
上で書くか手書きかを選択
する)。 

 

Ｃ 

７ 

・「言葉の力」を観点にし
て意見文を読み合い，
単元を振り返ることが
できる。 

・友達と意見文を読み合い，よ
いところを伝え合う。 

・意見文を書くことを通して,
単元で身に付けた「言葉の
力」を振り返る。 

 

３ 授業実践の内容と結果及び考察 

＜視点＞ 「記述につながる要点」を捉えるモデ 

ル文分析 

(１) 表現の工夫を捉える分析（手立てＡ） 

➀ 内容 

 表現の工夫を捉えるモデル文の分析を通して，

図表やグラフなどを用いることのよさ及び事実と

感想，意見とを区別して書くことの必要性を理解

させた。 

 実践１では，第１時で，まず，図表やグラフなど

がない文字だけのポスター（教師がモデル文を基

に作成したもの）を読ませた。その後，モデル文を

提示し，「(モデル文の)石川さんが作ったポスター

を読んで気付いたこと，よいと思ったところに印

を付けましょう」と指示し，モデル文に書き込み

をさせ，図表やグラフなどを用いることのよさに

気付かせた。 

 実践２では，第２時で，まず，「(モデル文の)田

中さんが読み手を説得するために工夫していると

ころはどこか」と発問し，モデル文に線を引き，ど

んな工夫かを言葉で書き込むよう指示した。次に，

児童の「資料を使っている」という発言を取り上

げ，「モデル文で事実と考えが書かれている部分は

どこか」と発問した。その後，教師が考えた事実の
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文と考えの文とを比較させ，事実と考えとを書き

分ける必要性を考えさせた。 

② 結果と考察 

 実践１では，児童が書き込みをしたモデル文を

教師が分析したところ，105 名中 72 名の児童が，

図表やグラフに，44名が資料と本文との関連を示

す言葉に印を付けていた。 

例えばＡ児，Ｂ児，Ｃ児は，第１時の振り返り

で，「自分が伝えたいことがよく伝わる」，「読みた

くなる」など，図表やグラフを用いて書くことの

よさについて記述していた(表５）。 

表５ 実践１の第１時における児童の振り返りの記述 

Ａ児 
 図表やグラフを使ったり具体的な数値を使っ
たりすると，相手に自分が伝えたいことがよく伝
わるのだなと思いました。 

Ｂ児 
表やグラフを使ったり，資料を使ったりすると

読み手が理解しやすく一目で分かるし文字ばか
りではないから読みたくなると思う。 

Ｃ児 

図表やグラフなどを使って表現すると，見てい
る側の人に伝わりやすいし，グラフや図表がない
ものと比べると，図表があったほうが伝わりやす
い。 

 実践２では，児童が書き込みをしたモデル文を

教師が分析したところ，「具体的な数値」，「資料」

など事実に関する箇所に書き込みをした児童が

106 名中 77 名，「意見」，「問い掛け」，「自分の考

え」，「提案」など考えに関する箇所に書き込みを

した児童が 106名中 64名いた。教師が考えた事実

と考えの文とを比較させた際には，挙手で確認す

ると，ほとんどの児童が事実と考えとを区別でき

ていた。児童に，先述した二つの文の意味の違い

を尋ねると，「『○○だ』，という文は，完全に分か

っていること」，「『○○だと思う』は，自分の予想，

考え」という発言があり，事実と考えとを明確に

区別する必要性に気付いた様子が見られた。 

例えばＤ児，Ｅ児，Ｆ児は，第２時の振り返り

で，「その資料から何を伝えたいのかが分からなく

なる」など，事実と考えとを区別して書くことの

必要性について記述していた(表６)。 

表６ 実践２の第２時における児童の振り返りの記述 

Ｄ児 

〔略〕資料をもとにして事実と自分の意見を明確に，
を特に頑張りたいです。理由は，事実がはっきりと分
からなかったら，その資料から何を伝えたいのかが
分からなくなるのでしっかりと書けるようにしたい
です。 

Ｅ児 

〔略〕「資料をもとにして，事実と自分の考えを明確
に」するのを頑張りたいです。理由は，資料と一緒に
自分の考えを書くと，自分の考えと資料の事実とご
ちゃごちゃになってしまうからです。〔略〕 

Ｆ児 

 今日学習して，書くときに気を付けたいのは事実
と自分の考えを明確にすることです。教科書の意見
文のように，最後の「～と考える」などという言葉を
使い分けて意見文を書きたいです。 

 このように，児童は，図表やグラフなどを用い 

ることのよさ及び事実と感想，意見とを区別して 

書くことの必要性についてモデル文に書き込んだ 

り，振り返りに記述したりしていることが分かる。 

 これらのことから，表現の工夫を捉えるモデル

文分析を行うことで，児童にとって指導事項が明

確になり，図表やグラフなどを用いて書くことの

よさ及び事実と感想，意見とを区別して書くこと

の必要性を理解することができたと考えられる。 

(２) 情報の集め方を捉える分析（手立てＢ） 

➀ 内容 

 情報の集め方を捉えるモデル文分析を通して，

情報の収集・整理の仕方を理解させた。 

 実践１では，第２時で，モデル文のグラフを取

り上げ，「グラフを読むときに注目することは何か」

と問い，児童の発言から「資料のタイトルと出典」，

「資料から分かること(事実)」，「考え」の三つを，

情報を収集する観点とした。その後，教師が提示

したグラフについて，三つの観点に沿って情報を

収集させ，色別の付箋紙に整理させた。 

実践２では，第３時で，まず，「（モデル文の）田

中さんが選んだグラフから分かる事実は（何か）」

と問い，分かった事実を青の付箋紙に書かせた。

事実は，１枚の付箋紙に一つ，通し番号を付けて

書くように指示した。次に，「（モデル文の）田中さ

んが選んだ事実から，自分だったらどんな考えを

持つか」と発問し，赤い付箋紙に書かせた。赤い付

箋紙を書く際には，「考えを持つときに『特に必要

な事実』の番号を書いてから書くように」と指示

し，事実と考えとを番号で関連付けさせた(図２)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図２ 実践２で情報を収集・整理した材料シートの例 
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② 結果と考察 

実践１では，児童が付箋紙に書いたメモを教師

が分析し，三つの観点に沿って情報を収集し，付

箋紙に整理している児童を，自らの情報の収集・

整理に生かしていると判断した。 

第２，３時のメモを分析すると，108名中，79名

の児童が自らの情報の収集・整理に生かしていた。 

 例えば，Ｇ児は，「資料のタイトルと出典」の付

箋紙には，「東日本大震災時の地震による負傷の原

因 仙台市消防局(略)」，「事実」の付箋紙には，

「室内の家具・家電などが倒れてきて負傷した人

が 33％で一番多い」，「考え」の付箋紙には，「地震

が起きたら，自分の身を守る行動をしましょう」

と，三つの観点に沿って書いていた(図３)。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

図３ 実践１でＧ児が収集した情報を整理したメモの一部 

実践２では，児童が付箋紙に書いて整理した材

料シートを教師が分析し，事実と考えとを区別し，

番号で関連付けてメモを書いている児童を，自ら

の情報の収集・整理に生かしていると判断した。 

第２時の材料シートを分析すると，98名中，79

名の児童が自らの情報の収集・整理に生かしてい

た。 

 例えばＨ児は，事実と考えとを区別し，「どれが

フェアトレード製品か区別がつかないから

34.1％」，「どこでフェアトレード製品を売ってい

るのか分からないから 34.1％」という二つの事実

と，「まずは多くの人に知ってもらうことが大切」，

「フェアトレードの説明を書いたポスターをはっ

たり，売っている場所を周りの人に教えたりした

い」という考えとを番号で関連付けてメモを書い

ていた(図４)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 実践２のＨ児の材料シートの一部 

 このように，児童は，三つの観点で分類したり，

事実と考えとを区別して番号で関連付けたりして

情報を収集・整理していることが分かる。 

 これらのことから，情報の集め方を捉えるモデ

ル文分析を行うことで，情報を観点に沿って分類

したり，関連付けたりしながら集める方法が明確

になり，自らの情報の収集・整理に生かすことが

できたと考えられる。 

(３) 言葉の使い方を捉える分析（手立てＣ） 

➀ 内容 

 言葉の使い方を捉えるモデル文分析を通して，

収集した情報と文との対応を考えさせ，資料と本

文との関連を示す言葉及び事実と感想，意見とを

記述する際の文末表現を理解させた。 

 実践１では，第４時で，モデル文を１文ずつ読

ませ，「（「資料のタイトルや出典」，「資料から分か

ること（事実）」，「考え」の三つの観点のうち）ど

の情報と対応しているか」と発問した。そして，観

点ごとの付箋紙の色と対応する色で，モデル文に

線を引かせた。また，「資料に関することを文に書

くときに使う言葉は（何か）」と問い，「右のグラフ

は」，「下の図のような」などといった，資料と本文

との関連を示す言葉を黄色で囲ませた。 

 実践２では，第５時で，序論を書く際に，メモ化

したモデル文を提示した。次に，「メモと（モデル

文の）どの文が対応しているか」と発問した。さら

資料のタイ
トルと出典
のメモ（黄） 

「事実」
のメモ
（青） 

「考え」 
のメモ
（赤） 

東日本大震災時の地震による負傷
の原因 
仙台市消防局「仙台市救急業務基礎
問題検討会報告書」平成 25 年３月 

室内の家具・家電などが倒れてきて

負傷した人が 33％で一番多い。 
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に，「メモを使って『意見』の文を書くときに気を

付けることは何か」と問い，「考える」という文末

表現を赤で囲ませた。また，本論を書く際にも同

様の流れで指導し，事実の文末表現は青，意見及

び考えの文末表現は赤で囲ませた(図５)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 実践２で提示したメモ化したモデル文(図中㋐㋑)と分析し

たモデル文の一部(図中㋒) 

② 結果と考察 

 実践１では，資料と本文との関連を示す言葉を

使って書くことができた児童が，107名中 99名い

た。 

例えば，Ｉ児は，「右のグラフは」，「下の図を見

ると」，「下の図のように」という表現を使って，資

料と本文との関連を示していた(図６)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 実践１でＩ児が書いたポスターの一部 

また，例えば，Ｊ児，Ｋ児は，第６，７時の振り

返りで，「下の図を見ると」などの言葉を使うこと

や，「資料と文章がつながっているか」など，資料

と本文との関連に関わる記述をしていた(表７)。 
表７ 実践１の第６，７時における児童の振り返りの記述 

Ｊ児 「下の図を見ると」や，「下の図から分かることは」
などの言葉を使うことに気を付け，表現の効果にあ

る図表やグラフと自分が書きたいこととつながりが
あるかを考えることを頑張りました。 

Ｋ児 図表やグラフを用いることでは，資料と文章がつ

ながっているかについて気を付けました。 

実践２では，事実と感想，意見とを区別するた

めの文末表現を用いて書くことができた児童が，

98名中 81名いた。 

例えば，Ｌ児は，事実は「～(と)答えている」，

考えは「考える」，「どうだろう」，「はずである」な

どの文末表現を用いて区別して書いていた(図７)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図７ 実践２でＬ児が書いた意見文の一部 

また，例えばＭ児，Ｎ児は，第６，７時の振り返

りで，「文末表現を変えながら」，「文末表現を工夫

して」など，事実と考えとの文末表現の違いを意

識して文章を書いたことを記述していた(表８)。 

表８ 実践２の第６，７時における児童の振り返りの記述 

Ｍ児  意見文を書くときに気を付けたことは，文末表現
です。自分の考えを事実のように書かないことや，文
末表現を変えながら書いたことです。 

Ｎ児  文末表現などを工夫して説得力のある意見文を書
けました。例えば，「だろうか」「である」などの工夫

をしました。説得力があると相手も納得しやすいか
ら大事だと思いました。 

 このように，児童は，資料と本文との関連を示

す表現及び事実と感想，意見とを区別するための

文末表現を用いて書いていることが分かる。 

これらのことから，言葉の使い方を捉えるモデ

ル文分析を行うことで，児童にとって収集した情

報を書き表す際の言葉が明確になり，資料と本文

との関連を示す表現及び事実と感想，意見とを区

別するための文末表現を用いて文章を書くことが

できたと考えられる。 
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＜全体考察＞ 

 実践１で児童が書いた防災ポスター及び実践２

で児童が書いた意見文を〔思考力，判断力，表現力

等〕Ｂ(１)ウ，エの観点から分析したところ，図８

のような変容が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ 〔思考力，判断力，表現力等〕Ｂ(１)ウ，エの観点からの 

分析結果の変容 

実践１では，図表やグラフなどを用いて書くこ

とができた児童は，104名中 86名であり，実態調

査で書くことができた９名から 77名増加した。実

践２では，事実と感想，意見とを区別して書くこ

とができた児童は，95名中 76名であり，実態調査

で書くことができた 24名から 52名増加した。 

例えば，Ｏ児は，実態調査では，図表やグラフを

示さずに文章のみで記述していた。実践１では，

第１時で，図表やグラフに丸を付け，資料と本文

との関連を示す言葉に印を付けた。振り返りには，

「図やグラフ，資料などを使うとより分かりやす

くなることが分かった」と記述した。第２時では，

情報を三つの観点に沿って収集・整理した。第５，

６時では，図９のように，ポスター上にグラフや

写真を示し，「右のグラフは」などといった資料と

本文との関連を示す言葉を用いてポスターを作成

した。第７時の振り返りでは，「表現の効果を考え

て報告する，という目当てから外れないように気

を付けてポスターを作った」と記述していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９ 実践１でＯ児が作成したポスターの一部 

また，例えばＰ児は，実態調査では，事実と考え

との区別が曖昧な記述をしていた。実践２では，

第２時で，モデル文に「事実」に関する書き込みを

した。第３時では，「フェアトレード製品を買った

ことがない人が 80％以上いる」，「区別が付かない

からという理由の人が 35％近くいる」という事実

と，「フェアトレード認証ラベルを知ってもらうこ

とが大切」という考えとを区別し，番号で関連付

けて情報の収集・整理をした。第５，６時では，図

10のように，事実は「～(と)答えている」，考えは

「考える」，「言える」，「だろう」のように文末表現

を区別して意見文を書いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 実践２でＰ児が書いた意見文の一部 

また，Ｐ児は，第６時の振り返りの中で「教科書

(モデル文)をそのまま切り抜くのではなく，少し
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自分の言葉に変えて意見文を作った」と，モデル

文の活用に関する記述をしていた。他にも，例え

ばＱ児，Ｒ児，Ｓ児のように「文章の工夫点を参考

にして書いていきたい」，「何回も田中さんの文を

見て比べて（書いた）」というようにモデル文に関

する振り返りを記述した児童がいた(表９)。 
表９ モデル文に関する児童の振り返りの記述 

Ｑ児 
自分で文章を読んでいろいろな工夫を見付けるの

は，自分の知らない工夫を見付けるのと同じことだ 
と思いました。私も意見文を書くときは，この文章の
工夫点を参考にして書いていきたいと思いました。 

Ｒ児 
私が意見文を書く中で工夫したことは，一つ一つ

の文を書くときにこれはどういうことを伝えたくて
書いたのか一回思い出してみて，何回も田中さんの
文を見て比べてどうしたら読みやすい文になるか，
考えて書いたことです。 

Ｓ児 
〔略〕文末表現の言葉の表し方が難しかったですが，
田中さんや教科書の裏の「思考に関わる言葉」をお手
本にして，できるようになったと思います。〔略〕 

 また，実践１，実践２を通して，例えば，Ｔ児，

Ｕ児，Ｖ児，Ｗ児は，単元の振り返りで，「見てい

る人に分かりやすい説明をする」，「読み手に内容

が伝わるように」，「相手に伝わるかどうか」，「友

達に納得してもらうために」など，読み手を意識

して自分の考えが伝わるように書いたことを記述

していた(表 10)。 

表 10 読み手を意識した振り返りの記述 

Ｔ児 

実践１ 

〔略〕特に頑張ったことは，図や表を用いて見ている
人に分かりやすい説明をすることです。人との関わ
りについては，写真を活用して「ボランティア活動や
交流会などに参加して人との関係を深めましょう」
と伝わるように書きました。工夫した結果，より分か
りやすくまとめられたと思います。 

Ｕ児 

実践１ 

ポスターを作るときに，読んでいる人に内容がち
ゃんと伝わるように書くことに気を付けました。特
に，ポスターを書くときに付箋に書いたことを何回
も書き直したりして読み手に内容が伝わるように頑
張りました。 

Ｖ児 

実践２ 

 工夫したことは，資料の使い方(考え・読み取り)，
問いかけ・数値・文のつながり・文末です。〔中略〕
相手に伝わるかどうか，文末に合った言葉を入れな
がらやりました。 

Ｗ児 

実践２ 

〔略〕友達に納得してもらうために問いかけや呼
びかけなどの文末に特に気をつけました。なぜなら，
「○○に違いない」と「○○だろう」では印象がちが
くなるからです。興味を持ってもらえるように，例も
たくさん考えました。 

以上のように，実践１，実践２を通して，図表や

グラフを用いて書いたり，事実と感想，意見とを

区別して書いたりすることができる児童が増加し

たこと及びモデル文分析で捉えた文章を書くため

の要点が，読み手を意識して書き表すための手掛

かりになったという振り返りの記述から，「記述に

つながる要点」を捉えるモデル文分析は，自分の

考えが伝わるように書き表すために有効であった

と考える。 

Ⅴ 研究のまとめ 

１ 研究の成果 

モデル文の分析の仕方を工夫することは，児童

が指導事項を踏まえて説明的文章を書くためのポ

イントを理解し，自らの文章記述に生かすための

一助になったと考えられる。特に，表現の工夫を

捉える分析をさせたことは，児童が単元の目標を

明確に捉え，見通しを持って学習することにつな

がったと考える。また，情報の集め方を捉える分

析をさせたことは，情報の収集・整理の仕方を理

解することに加えて，収集・整理した情報と書き

表し方を工夫することとの関連を見いだすことに

もつながったと考える。さらに，言葉の使い方を

捉える分析をさせたことは，自分の考えを読み手

に分かりやすく伝えるために言葉を吟味し，収集・

整理した情報を適切に文章に表現することにつな

がったと考える。 

２ 今後の課題 

 本研究では，「記述につながる要点」を捉えるモ

デル文分析を通して，自分の考えが伝わるように

書き表すことできる児童を育てる上で一定の成果

が得られた。しかし，情報を区別できない児童や，

必要な言葉を使いそびれてしまう児童がいた。課

題を改善するために，例えば，情報を集める際に，

観点ごとに情報を収集する時間を区切り，書く内

容を明確にする工夫が考えられる。また，図表や

グラフと，資料と本文との関連を示す言葉を線で

結ばせてつながりを視覚的に捉えさせたり，考え

をメモした付箋紙に文末表現を書き加えさせたり

するなどの工夫が考えられる。今後は，「記述につ

ながる要点」を児童により明確に捉えさせられる

よう，モデル文を分析させる際の学習活動及び指

示・発問を更に検討していきたい。 
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